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１．はじめに
　韓国は輸出主導型の経済成長を通じ発展してきた。
国家別GDP対貿易の割合をみると、韓国は貿易依存
度が100％を超える。日本の場合は31.3％で韓国に比
べて比較的に低い方であり、経済状況によっては内
需に頼ることもできようが、韓国はそうではない１。
特に韓国は、全体輸出の26％が中国で発生しており２、
中国市場への依存度が非常に高いのである。これに

より、韓国企業は自社の継続的な成長のために中国
市場に進出し、市場での地位を獲得しようと多様な
努力を行っている。
　一方、中国は最近、韓国の経済を支えている製造
業分野において顕著な成長を見せている。中国の
成長振りをみると、過去の韓国と同様の成長軌道を
走っているように思われる。つまり、韓国が日本企
業をベンチマークしてファスト・ファロワー（Fast 
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Fallower）戦略をとってきたように、中国も韓国企
業をベンチマークしているのである。特に、韓国が
戦略的に選択した分野である携帯電話、電気自動車、
半導体、ディスプレイなどにおいて中国企業が追い
上げている。昨年ファーウェイがサムスン電子を相
手に特許権侵害訴訟を提起したことで大きな話題に
なったが、この事件は訴訟の勝敗を問わずファー
ウェイの技術力がかなりのレベルに達したことをも
意味している。さらに、これは、単に携帯電話の分
野に限らず今後様々な分野において訴訟戦が発生す
る可能性があることを示唆している３。このような
状況のなかで韓国企業が中国市場において製品の権
利を確かなものにするためには、製品に属する技術
の権利、すなわち特許権をきちんと確保することが
非常に重要になってきたと言える。
　中国は、2000年代以降世界最大の知的財産権の出
願国として成長した。それだけに世界が中国市場の
成長可能性を高く評価していることを反証する。ま
た、中国企業も自国出願だけでなく、国際出願にも
力を注いでいるので今後技術権利の戦いは激しくな
るしかない。特に、中国が最近育成している情報技
術（IT）、バイオテクノロジーの特許出願は圧倒的
である。2014年度基準でIT技術関連特許が７万9016
件で、バイオ関連が８万3577件と中国国内特許出願
分野の中で最も多い４。
　では、韓国企業の中国市場での特許出願はどうだ
ろうか。本稿では、韓国企業が中国に出願した特許
の現状を調べてみることにした。㈱ウィプスのウィ
ンテルリップスを活用して出願人国籍が韓国であり

ながら、中国にファミリを１件以上保有している文
献を抽出し、その中で企業出願に該当する文献のみ
を選別して分析を行った。年度別の出願現況をはじ
め、技術分野別の出願現状を調べてみた。

２． 中国市場での韓国企業の特許出願動向
　最近10年間、韓国企業の中国市場での特許出願
を見ると、毎年着実に増加する傾向を見せている。
2008年、米国発経済危機による影響で2008年と2009
年はやや停滞する様子を見せたが、その後再び回復
され、2012年には初めて１万件を超える特許を中国
に出願していた。未公開による非有効期間を除けば、
平均8,800件の特許を中国に出願している。
　出願主体を見てみると、明らかに規模が大きい企
業中心に特許が出願されている。全体出願の約75％
が大手企業による出願であった。サムスン電子が
最も多い１万４千件を出願し、その次にLG電子が
９千８百余りを出願しており、この二つの企業の出
願が全体中国出願の約32％を占めている。そのほか、
現代自動車、サムスンディスプレイ、LG化学、LG
ディスプレイ、サムスンSDIなどの順で出願されて
いるが、大体これらの企業はサムスンとLGグループ
社であり、出願上位10位以内に布陣されている。
　中堅/中小企業が出願した特許だけを選別して見
ると、最近10年間で約２万１千件余りの特許が出願
されているが、これは全体出願特許の約25％に該当
する。大手企業と同じように安定した増加傾向を見
せており、主な出願人にとしてはハンラホールディ
ングス、ソウルバイオシス、シェメス、ハンオンシ
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